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南 ス マ トラの 農 業 変 革 の 動 向
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南スマ トラの農業と土地利用の変貌の歴史

をふりかえってみると,過去に何度かの節目

があったことがわかる｡19世紀以降ごく最近

までをとってみても､次のような変革的な変

貌を経験 してきている｡

(1)準平原と丘陵地域にゴム栽培をとり入れ,

ほぼ時を同じくして山地にコーヒーを導入

し,土地利用の大変貌が起ったとき,

(2)準平原や氾濫原の自然堤防上での焼畑稲

作が背後のルバ ック (lebak)に浸潤 してゆ

き,特異なルバ ック型稲作を展開した過去

数十年,

(3)ブリタン(Belitang)の内陸河谷に大規模

な濯概水路網が建設され,まとまった地域

での港概稲作が安定的に展開されだした19

50年代,それに新 しくは,

(4)海岸平野においては,それまで低地焼畑

式の稲作土地利用がほんのわずかにみられ

たにすぎなかったところへ,ここ20年ばか

りの問にブギスが定着型稲作法をもちこん

だこと｡

このような変化の担い手は,ブリタンのケ
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が き

-スを除き,よしやその契機とインセンティ

ブは外界から与えられたとしても,農民個々

人かカンポン(kampong)や ドゥスン(dusun)

という小さい人間集団であったろう｡ ところ

が,いま動きつつある南スマ トラ農業の変貌

にみられる性格は若干ちがうようである｡そ

れはもっと組織的というか, 集団的である｡

ジャワからの 移住入植計画 (Transmigrasi,

TransmigrationProject)という政府事業が

先行的に投資を行い,南スマ トラの広い地域

にわたって大規模な農業開発を行おうとして

いるのがそれである｡これらの新しい動きの

いくつかをひろうと,

(1)海岸平野を覆いつ くさんばかりの勢いで

工事がすすめられている,水路建設による

入植地造成,

(2)プルタミナのような大資本による,パレ

ンバン近 くの中位段丘上での米作エステー

ト(Riceestate)づ くりの実験,

(3)ブリタン河谷に計画されている濯概水路

網の拡張計画,それに,

(4)準 平 原 地 域 の ア ランア ラン (alang-

alang)荒野での,ゴム-畑作物を組み合わ

せた無濯概畑作農耕を中心とする,パイロ
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ット的な再開発 ･入植開拓事業,

などがある｡

結局のところ,スマ トラの農業の全体的な

潮流をつ くるのは,第 Ⅰ部で高谷好一が記載

したような,個々の農民の自然適応的な農法

の工夫の積み重ねであるかもしれない｡しか

しながら,本報で扱おうとする組織的な農業

開発の動きは無視しえないばかりか,将来に

はスマ トラ農業に相当のインパクトを与えそ

うな勢いである｡ ここでは上に述べた新しい

農業開発の動きのいくつかをとり上げて評価

したい｡

なお､いわゆる農業開発の計画立案に関し

ては,南スマ トラを対象としていくつかの研

究報告,計画立案報告書などが出されている｡

スマ トラ島 ほ とん ど全域を カバーする Su一

matraRegionalPlanningStudy[1;2],南

スマ トラほぼ全域を対象とした Landand

WaterResourcesDevelopmentinSoutheast-

em Sumatra,Indonesia[3],その他諸外国

の資金援助と技術援助を受けて調査 ･計画 ･

設計が行われた各種政府事業の報告書 (日本

の政府,国際協力事業団や開発コンサルタン

卜もコムリン,Komering川流域の農業開発

プロジェクトに深 く関与 している)など大部

の出版物がいくつも出されている｡

したがって,筆者は上のような農業開発事

業や事業計画の細部にはほとんど触れずに,

これら事業の概括的な評価を行い,個々の事

業や開発計画が南スマ トラ農業全体の動向の

中に占める位置づけを明らかにしたいと考え

る｡逆にいうと,個々の農業開発事例を分析

し,評価してゆくことによって,スマ トラの

農業変革の動向をさぐろうということでもあ

る｡本報においては,開発事例の分析と評価

を行うが,個々の事例の概説とその事業が展

開される地域の地域特性,事業の評価などと

ともに,開発の将来構想にかかわる筆者の私

見をも多少交えて記述 してゆく｡本報で用い

る地域区分は第 Ⅰ部で提案 した筆者の自然環

境区分である｡

しかしながら,開発の将来構想のある部分

については,第Ⅱ部前報 (北村貞太郎)の地

域構成区分を踏まえ,若干の計画指向的な考

察を加えて次報で再論するつもりであるので,

本報においては簡単に触れておくにとどめる｡

Ⅰ 海岸平野の開拓入植事業

これはとてつもない事業である｡バニュア

シン川 (AirBanyuasin),ムシ川 (AirMusi)

と2本の分流 (トゥラン川,AirTelangとウ

パン川,AirUpang),パダン川 (AirPadang)

-サレ-川(AirSaleh)の流れる海岸平野全

域を対象とし,一挙に開墾してしまおうとい

う計画である｡ とりあえず約 6万haを実験

的に画一的な方式で開発すべく,工事に着手

した｡計画地域はほとんど海岸平野の低位段

丘にあり,自然堤防をほとんど含まない｡自

然堤防はすでにやや古 くから地元の住民が低

地焼畑稲作を行う場であり,近年では多 くの

ブギス人 (BugiS)が集団で入植 ･定着してい
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るから,土地所有についての悶着を避けよう

とすると自然堤防の背後の低位段丘しか残さ

れていない｡

開拓の足掛りは水路の建設である (図 1)｡

水路でもって川の領域を低位段丘地域に押し

入れようという発想である｡

開 拓 最 前 線 (A地点)

図 1中のA地点で幹 ･支線水路を掘削して

いる現場へ入ってみた｡ ドラッグラインが2

台入って,支線水路をさかんに掘削している

ところであった｡化学実験室に入ったような

強烈なにおいがたちこめている｡下層土の硫
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酸酸性土を掘 りかえして土堤に積み上げてい

るから,これはまさに稀硫酸のにおいである｡

支線水路 (幅4m,深さ2m)の間隔はほ

ぼ 1km,そこから櫛の歯状に200m 間隔の2

次支線溝 (幅 1- 2m,深さ2m程度)を掘

ってゆく｡幹線水路 (幅 10m,深さ2m)に

沿って線状に両幅40mほどにジャングルが開

伐されているほかは,一見もとのジャングル

の木々が生い茂っている｡ しかし,水路のと

ころどころに巨大な丸太の筏が係留されてい

るところをみると,この段階で商品価値のあ

る材は伐りだされるにちがいない｡

標準的な大きさの短冊形の区画は1kmx4kmで 400haの
広さがある｡そんな短冊形区画が150はど計画されている｡

図1 海岸平野の開拓入植事業 (河川と人工水路網建設の様子)
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入 植 最 前 線 (B地点)

B地点は入植後 6カ月～ 1年のところであ

る｡水路あるいは堤上道路に沿って白ペンキ

の板壁, トタン屋根の規格住宅が整然と並ぶ｡

家の 間隔は50m, 1戸当たり40rTfぐらいの

まことに粗末な住宅である｡各戸の囲りには,

すでにいろんな種類の果樹の苗木 (ココナッ

ツ,ジャックフルーツ,ランブタン,ジャン

プ,マンゴ,それに2,3本のコ-ヒー)杏

植え,バナナと銀ネムの木はすでに3mほど

になっている｡ キャッサバ, トウモロコシ,

ウリ類を植えた菜園も形を整えつつある｡

背後の "農地〝に入ってみる｡ジャングル

はあらかた拓かれて,至るところすでにグサ

グサになりかかった焼けた倒木が横たわって

いる｡樹高 15m,胸高直径 60′-70cm 以上

の木は伐 り倒されないで,裸になって立ち枯

れかけている｡あちこちにはブッシュが蘇生

してきている｡足を踏み入れるとすこしふわ

ふわして,歩 くと水がにじみ出て くる｡ ピー

トである｡倒木の群の間のピー トの地面,こ

れが開拓 1年後の "水田〝 である｡そんな場

所の一画に陸苗代がある｡

計画どおり幹線,支線, 2次小溝が整備さ

れ,ピー トからの黒褐色の悪水は十分排水さ

れる｡ ピー ト層の水分は11月から2月にかけ

てははば飽和状態, 7- 9月の乾期には地下

水位が 50cm に下るが土層は常に湿ってい

る｡ムシ川から幹線水路 (幅8m)沿いに5

km ばかり内陸へ入った この地点でも,水路

内の水位は潮汐に応 じて日に2m近 くも上下

を練りかえす｡しかし,雨期にも水がそのま

ま田面に溢れ浸水するということはない｡小

溝を掘って水路の水を田面に導 くことは不可

能ではないが,いまは未だそこまで整備する

段階ではない｡稲作の水を水路に頼っている

わけではなく,いまのところ天水で十分なの

である｡ちなみに,稲作の障害の第 1はネズ
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ミやカメムシその他の害虫なのだそうである｡

ところでジャワからの移住入植事業のこの

段階まではすべてにわたって政府直営で,な

お入植者に対する措置もとられている｡

i.全体計画は移住事業省と公共事業省で作

成 し,

ii.幹支線および第 2次支線水路の建設はす

べて公共事業省の湿地開発部 (Directorate

orSwamps)が担当し,

iii.これにつづいてジャングル の荒開伐 は

公共事業省の ビナ ･マルガ (BinaMarga)

と呼ばれる部局が行い,

iv.この状態で移住事業省の管轄下に入り,

入植者のための種々のアレンジがなされる｡

最初の 6年間は,入植者達は移住事業省の

直接管轄下に置かれ, 7年目に地方行政機

構クチャマタン(kecamatan)に組み入れら

れる｡

入植者 1戸当たり無償で与えられるものは,

2haの土地,住宅,最初の2年間の最低限の

食糧と生活必需品,それにある場合には簡単

な農具と,場合によっては 1頭の牛である｡

ウパ ンデル タ (C地点)

さて,ムシ川とウパン川にはさまれたウパ

ンデルタと称される地域の開拓は1969年以来

行われ,1969年に東ジャワからの最初の入植

者 150家族を受け入れてから1978年の現在ま

で,四つのデサ (desa)に約 1,700家族の定住

圏をつ くり上げ,入植地面積は約4,000haに

およんでいる｡こういうウパン地域の中の地

点Cの入植者の歴史は5年である｡

5年間の農民の日々の努力はこの地域をす

こしずつ変えつつあるようである｡第 1に屋

敷地と その 裏につづ く菜園が 立派になって

いることである｡ 高さ70cm, 間 隔 1m程

度の高ウネをつ くり,そういう園を 5αずつ

ぐらいしっかりした 土堤 で 囲み, 排水小溝

を水路と連結させる｡ 高 ウネには先述 した果
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樹やココヤシがもう実をつけ始め,家々に緑

の陰をおとすようになっている｡ その他の作

物ではキャッサバが目立 って多い｡塊村形態

をとっているC地区は集落内道路や小路がす

こしずつ整備されてきて,安定 した村の景観

をかもしだし始めているようだ｡ 1戸当たり

2haの土地の利用形態は 平均的に屋敷地樹

鼠地 O.25ha,菜囲 O.75ha,水田 lhaと,ガ

ーデ ンタイプの農業に力を入れている｡

水田中の倒木の類はいまやほとんど消滅 し,

雨期一作の稲の収量は 3トン/ha前後にお

ちついている｡ 耕起にクワをつかうことはあ

るが,主な農具はバラン(parang:草を根元

の地下 2,3cm のところで刈 り倒すナタと刀

の中間のような 農具), ほとんどは 1回移植

法をとる｡ このジャワ人達はブギス的稲作法

をすでに身につけたようにも見受けられる｡

地点Cの近傍にウパ ンの農業試験圃場があ

り, ボゴール農科大学と公共事業省湿地開発

部が共同運営 している｡この圃場では,潮汐

の干満を利用 して淡.水を水田に自然流入させ

る潮 汐濯 概方式 (tidalirrigation)のための

水路が見事に整備されている｡ この圃場はウ

パ ン地域の中央を南北に走る幹線水路に接 し

ており,簡単な濯排水溝を水路と連結するこ

とによって,潮汐が満ちて くると自然流で淡

水をとり入れ,そして潮汐が引くときに自由

に排水することができる｡豊富に淡水を流下

させる大水路とそれか ら圃場-導水する小港

鶴排水溝さえ整備すると,この潮汐濯鶴は海

岸平野の多 くの場所で可能である｡ しか しな

月降水量

降水日数

-
･,--

が ら,試験圃場の外では潮汐港鶴を積極的に

とり入れようとする姿勢は希薄なようである｡

雨期のみの水稲一作から平均 3トン/ha程

度の収量を期待する段階では港鶴はほとんど

不要であることに注意 しなくてはならない｡

ウパ ンの年間の降雨分布 (表 1)をみればこ

のことは一目瞭然である｡

しか し,将来土地利用を集約化 し,高収量

農業を目指すことを前提とすると, 潮汐潅概

が容易に実行できるという条件は非常に重要

な要素となる｡

展望といくつかの問題点

ここで海岸平野の開発の将来性と 2,3の

問題点を整理 しておこう｡海岸平野開発の有

望性はいつにその地域が広いことにある｡南

スマ トラの海岸でいま行われているこの実験

的な開拓方式が成功的に進展すると,スマ ト

ラ東海岸 だけでゆうに 600万haを越える海

岸平野開拓の可能性の展望が展けて くるので

ある｡筆者が南スマ トラの開拓前線のいくつ

かの村を訪れて観察 して得た個人的な感 じか

らいうと,海岸平野は将来稲作地として定着

し,移民達がここに新 しいジャワ世界を創 り

だ してゆけそうな約束の地であるという気が

するのであるO

しか しなが ら,解決すべき問題点はい くつ

もある｡

月) 水路網が川の領域を海岸平野に押 し拡

げる機能をもっていることは先に述べたO大

きな潮汐作用を利用 して,水路を通 して悪水

表1 ウパンの月別降水量 (mm)および降水日数(日)

77Ir5-6T 37T 6-13072207]27車 6 弓
19㌔15㌔ 19

1161176
-

｣
1

-

(ウパン農業試験場)

iTT 這~~~l盲 .訂

110;440
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を排水することは容易である｡潮汐濯概の可

能性は高い｡しかし,もう一つの川の機能で

ある水路の水運 ･交通機能は必ずしもうまく

働いていない｡シルティングやゴミの堆積に

よって,水路はす ぐに浅 くなってしまい,よ

ほど上手に管理 しないと交通路としてはつか

えない｡

一定地域内の交通にはやはり道路交通の方

が有効ではなかろうか｡最初から道路交通量

の増加をみこんだ計画が策定されなくてはな

るまい｡

(ii)さらにシルティングについて言及する

と,図 1の水路網のアライメントをみるに見

事に画一的で,この問題を真剣に考慮 してい

ないように思われる｡シルティングの問題の

ほかにも,流木,浮き草,ゴミの類が水路の

至るところを塞いでいる｡こういう水路の景

観は実にグルーミーである｡シル トやゴミを

排除する管理組織を強化することも大切だが,

それらが堆積しにくい水路のアライメントや

断面の設計法などをいまのうちに実験的に見

出す努力をすることがもっと必要である｡

仙 潮汐濯概は潮汐によって堰き上げられ

た淡水の流れを水田に導 くか,あるいはクサ

ビ状に淡水層の下に押し入って くる海水によ

って水位が高 くなった表層の挽水を水田に導

くという港概法である｡すなわちこれは十分

な淡水がないと成り立たない濯概法で,潮汐

作用によって塩水や低湿地の悪水を水田に入

れてしまっては困るのである｡

こうしてみると,図 1中のほとんどの場所,

すなわちアクティブな河流から相当内陸に入

って行き止りになった支線水路掛りの地域で

は潮汐連衡を簡単には実行しえないことがわ

かる｡第 Ⅰ部の自然環境区分で述べたように,

スマ トラの海岸平野部の特徴の一つは,川の

密度が小さいことである｡河流の乏しいとこ

ろにいまもくろまれているこの種の開拓がす

すむと,水路網は川の領域ではなく逆に海の

億域を海岸平野全域に押し拡げることに貢献

する｡海岸平野を塩びたしにしてしまう恐れ

が大きいのである｡

将来,潮汐港鶴を必要とするような農業を

展開しようとすれば,かなりの水路網の改修

を必要とするであろう｡例えば,

(a) ムシ川の河流を導き入れる南北方向の

水路を増設し,

O)) 河流とり入れ口と海に開く出口に水門

を設けて,濯概排水と塩水浸入のコントロ

ールをし,

(C)末端段階での小港概排水溝と低い囲堤

の整備を行うこと,などが必要となる｡

海岸平野の開発がある程度すすむと,全体

として汲水が不足する時期が来るはずである｡

一つの可能性はルバ ック地域の過剰水を河流

の乏しい海岸平野 (例えばパダン川流域)-

おとしこむ水路開削計画である｡この大胆な

私見については,ルバ ックを論じる別項およ

び次章で再びとり上げる｡現時点で必要なこ

とは,将来にそなえて,ムシーオガンーコム

リン水系全体の水収支研究のための水文観測

網を整備充実しておくことである｡

(iv)開拓計画のための土壌調査によって,

ピー トの厚さ,下層粘土層の酸性度などのデ

ータがあるにもかかわらず,水路網のアライ

メントをみるかぎりでは,土壌情報を無視し

て全 く画一的な開発工事がすすめられている｡

農耕が可能である土壌とそうでない土壌をは

じめから峻別して,土地利用計画を策定 して,

例えば農耕に適さない地域は排水しないで森

林保護区 (forestreserve)として残すような

施策はできないものか｡

Ⅲ 中位段丘の開拓

中位段丘の新しい開拓の類型としてチンク マニス(CintaM礼nis)のジャワ移民入植事
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業 と プルタミナ 石油公社 の 米作エステー ト

(PertaminaRiceEstate)をとり上げて 比較

考察する｡

チ ンタマニスプロジェク ト

テ ンクマニスプロジェク トは図 1中のD地

域である｡ 海岸平野と同 じように,水路によ

る開拓である｡ ムシ川沿いの古い集落チ ンタ

マニスを基点 として幹線水路を東へ伸ば して

パダ ン川と連絡 し,南北方向の支線水路をそ

れか ら派生させ,現在約 20,000haの開拓地

を拓いている｡1969年以来チンクマニス側か

ら順次移民入植者を入れて,現在約 1,800家

族がそれぞれ 2haずつ もち,約 3,600haを

耕作 している｡

当初は全面水田化を目指 したというが,実

際には水田化は60パーセ ント程度で,水田は

雨期一作,非潅鶴田である(,他作物としては

キャッサバ,サツマイモ,パインア ップルな

どが 目立 っている｡

チンクマニス ･プロジェク トのマネジャー

の言によると, 雨期には雨水の排水が困難で,

ムシ川とパダ ン川の水位が高い時期に高潮位

が重なると全 く排水不能となり,稲やキャッ

サバに大きな被害が出るという｡筆者の乾期

における観察によると排水路綱によって土壌

の乾燥が極端にすすむほどに内部排水 (inter

naldrainage)は効いている｡起伏の小さい低

標高の中位段丘において,排水のみを考慮 し

た,川に向か ってあきっぱなしの水路網の機

能には限界があり,ともすると雨期の強雨に

対処できない くせに,乾期には排水過剰気味

となる恐れがある｡ ここのマネジャーは上の

ような情況を次のような言葉でいいあらわ し

ている｡『チンクマニス に適 した 土地利用は,

潅鶴稲作か,あるいは畜産とゴム生産の組み

合わせかのどちらかであろう』 とOなるほど

とうなずける言葉である｡

プルタ ミナの米作エステー ト

プルタミナの米作エステー トは全 く異質の

米作形態である｡大資本による大規模機械化

農法の実験の場である｡ムシ川, クラマサン

川 (AirKramasan)とブ リダ川(AirBelidah)

に囲まれる標高 4-6m間の中位段丘上のグ

ラム林地帯の 20,000haを占め,1974年に農

場づ くりを始めて 1978年現在 1,500haを拓

き終わったところである｡

地域全体を高さ2mばか りの土堤で囲み,

1ブロック 25ha前後を道路網で区切 って,

1ブロックを3-5ロットに分け, ロット内

部には区画の畦畔す らない｡すなわち1ロッ

ト5-8haが 1枚の田である｡

もちろん,稲作の全行程は機械化されてい

る｡ 播種法は雨期作には湛水直播 (芽出しし

ない種籾を手でバ ラまきして,数 日後排水),

乾期作には乾田直播 (芽出しした種籾を播種

機で条播)を採用する｡現在は稲品種 IR-30

を栽培 し, 1年二作である｡施肥管理は完全

に行い,ムシ川か ら引いた導水路か らポンプ

によって濯概 し,末端に至るまで濯排水路網

はきちんと整備されている｡

ちなみに,1,500haの農場に対 して (ただ

し, いまも拡張工事が続行 している), 職員

178人, 重機械類の 内容は バ ックホー4台,

ドラッグライン10台,D-6ブル ドーザー7台,

トラクター5台, コンバインハーベスター4

台,スウォンプブル ドーザー4台,その他多

数の トラック,機械整備工場,それにライス

ミルの工場である｡

圃場には人影はほとんどな く,スウォンプ

ブル ドーザーが うなりをあげて代掻きを して

いる隣のブロックでは, コンバインハーベス

ターが黄色 く稔 った稲を刈 り倒 してゆ くとい

った光景である｡ 農作業の行程は専 ら大型農

機具のローテーションによって決まり,自然

条件などほほとんど無視される｡ 硫酸酸性土
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の土層はここでは約 1･5m の深さにあるので,

大型農具で耕転しても心配はないという｡表

土の pH のは 4-4.5であるが.港概水で洗

いつづけるかぎり,問題はないようだ｡ただ

し,ムシ川の洪水だけはコントロールしきれ

ないで11-′12月に時として, 1mぐらいの深

さに浸水してしまう｡

さて,このエステー トの経営状態とか,将

来性はどうなのか｡経営的な成否を問うのは

未だ時期尚早のようである｡ その将来性とな

ると,南スマ トラの稲作としては全 く異質の

農法であるので,果たして諸条件に適合 して

発展 してゆくのか,異質な一時的な農業とし

てアダ花に終わってしまうのか,筆者には判

断できない｡ ただ,漕艇農法をこの中位段丘

にとり入れたことは,年間を通 じての土壌水

分の調節ができるという役割以上に,酸性土

壌の障害を緩和 して長期間ののちには完全に

土壌を改良 してゆくという効果を筆者は評価

した く,注目すべき実験だとしておこう｡

Ⅲ 閉塞低地 (Lebak)の将来像

ルバ ックの水文環境と農業

ボン大学の SumatraRegionalPlanning

Study【4]の基礎調査 によると,南スマ トラ

の水田区分とその面積割合は次のようである｡

濯概水田(Irrigatedsawah) 14%

天水田 (Rain-fedsawah) 22

潮汐平野の水田 (Tidalrice) 10

ルバ ックの水田(Lebak/swamprice)54

南スマ トラの水田の約 1/2はルバ ックと呼

ばれる特異な地域にあることがわかる｡いわ

ゆるルバ ック地域を地域的に細区分すると,

第 Ⅰ部で述べたように,タンジョンルブック

(TanjungLubuk)あたりを境にして,下流側

の閉塞低地のルバ ックと,上流の氾濫原の後

背湿地のルバ ックに2分される｡ 土地の人達

がローカルな地形や水文環境を基準にしてル

バ ックを細分するやり方は,先述したように,

自然堤防(pematang),自然堤防に近 くて水つ

きが浅 く比較的短期間であるルバ ック･プマ

タン(lebakpematang),中ほどのルバ ック ･

トゥンガ-ン (lebaktengahan),自然堤防か

らもっともはなれて地形が低 く,深水で長期

間湛水するルバ ック ･ダラム (lebakdalam),

そして 年 中 湛 水 している湿 地 林 ラワラワ
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(rawa-rawa)あるいはラワン (rawang)へつ

づ くという区分である｡

ルバ ックにおける減水期稲栽培の農法につ

いては高谷好一(第 Ⅰ部)の詳細な記載があり,

ルバ ックの水文環境が意外に不安定であるこ

と, そして 閉塞低地ではその 水を いくぱく

か コントロール するための低い囲堤 (galan-

gan)を農民達が つ くりつづけている ことな

ども述べられている｡すなわち,輪中方式に

よる水制御の芽ばえがすでにみられるという｡

氾濫原の後背湿地のルバ ックの水文環境は

閉塞低地のそれに比較して,一層不安定で,

水の来かた,引きかたは一層急激である｡稲

の品種あるいは農法でもってこの水環境に対

応するのにも限界がある｡ そこで,ここでも

ローカルな水制御は試みられている｡ コムリ

ン川とルバ ックとを結ぶ幅10mぐらいの小分

流の入口に堰をつ くって川からの流入水量を

調節するという方法である｡ この堰は大洪水

を防ぐというには貧弱すぎ,大洪水が来ると

一度で壊れてしまうものである｡主目的は収

穫時期 9-10月ごろに時として襲う不時の出

水にそなえるものである｡

さて,ルバ ックに水田を拓いてゆく余地は

まだまだ あ りそ うで, 例 え ば チュンパカ
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(Cempaka)のパ ッシラによると.彼の村では

まだ非常に広いルバ ックが手つかずで残され

ているという｡ しかし,統計でみるかぎりで

は,閉塞低地のルバ ックにおける1戸当たり

水田所有面積は 0.6-1.2ha程度というケー

スが多 く,平均 1ha強である [4]｡1)いまは

さほどの土地-の人口圧は感 じられぬとはい

え,ルバ ックの開拓前線が消滅するであろう

近い将来,ルバ ック稲作はどう変貌 しなくて

はならぬだろうか｡ルバ ック稲作の不安定性

を克服して,集約化できるものなのか｡

ルバ ック農業の将来像

いま,うっそうたる果樹 ･樹林に覆われた

自然堤防とその背後の後背湿地や閉塞低地

(いずれもルバ ック)の荒野原のような景観

のコントラス ト,極度の集約と極度の粗放的

土地利用のコントラス トは見事である｡ルバ

ック地域の農業の集約化とは,自然堤防の領

域を後背地に拡げてゆくことであるように筆

者には思える｡ 筆者のもつ将来のルバ ックの

イメージは水郷的樹園 ･菜園地帯に近い｡必

ず しも,整然と区画された美田のみの拡がり

のイメージではない｡

水郷をつ くってゆくことは,水路を縦横に

掘 りめぐらしてゆくことであり,それがすな

わち輪中化なのである｡ 水路を掘削せず して

は輪中の土堤は築けないのである｡規模の比

較的小さい輪中と水路網を徐々に拡げてゆく

ことによって,小地域ごとに個別に水処理が

可能になる｡ 人工的にある程度水を調節でき

る輪中の中では,高ウネをつ くることによっ

て,あるいは輪中の土堤を利用 して樹園地を

1)この調査が行われたタンジョンラジャ (Tan･
jungRaja)とパンパンガン(Pampangan)では,
平均的な農家の農業収入を1とすると農外収入
がそれぞれ1.5と2であり,パレンバンに近い
こともあって農外就業の機会が多いことを示し
ている｡したがって,平均農地所有面積の小さ
さが,必ずしも人口圧による農地の細分化をあ
らわしているわけではない｡

拡げてゆくことができる｡低みは当然水田と

して利用されよう｡ 輪中堤を計画的に組織的

に築いてゆくと,立派な農道網ができる｡ど

うも将来の交通手段としては,クリークを用

いる舟運よりも,道路交通の方が多目的につ

かえ効率が高いように思うのである｡

末だ具体的な構想をもってはいないが,筆

者のイメージとしてもっているルバ ックの水

郷,輪中地域化とは大体上のようなものであ

って,木々の緑の陰のかなり色濃い風景を頭

に描いているのである｡

ルバ ックの水制衡

ルバ ックの輪中地域化がかなりすすむと,

閉塞地域のもつムシーオガンーコム リン水系

の遊水地としての機能が若干弱まり,下流側,

とくにパ レンバ ンが洪水に脅かされることに

なるのは当然である｡これについては,前述

P ノヾL,ン八､ン ∪ つ ôン

TL タニショシルフック 匪国 低湿地

図2 コムリン川の瀬替え構想
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したように,筆者は一つのアイディアをもっ

ている｡コムリンーオガン水系の閉塞低地の

水をパダン川流域およびその東側の海岸平野

におとすのである (図 2)｡ こうして, コム

リンーオガン両川の洪水を緩和しつつ,川の

領域を海岸平野に伸ばし,一種の地域的な流

水客土を施すのである｡前述 (本報第 1章)

したように,河流の密度のきわめて小さい海

岸平野の開拓のためには,低湿地でありなが

ら,河流-しかも新鮮な粘土を含んだ流れ-

が必要なのである｡この河川の瀬替え構想は,

ルバックの洪水防止のためというよりは,む

しろ海岸平野のために考えた ものなのであ

る｡

技術的な問題はある｡相当大きな河川を新

設しなくてはなるまい｡シルティングによる

河道閉塞の恐れもある｡ルバ ックからパレン

バン方面-かけての思わぬ貰境的影響も考え

られる｡しかし,この粗菓は一考する価値が

あると信じるがゆえに,ムシーオガンーコム

リン水系全体 (海岸から上流まで)の水理モ

デルをつくり,流域全体の中でのこの瀬替え

の効果と影響を検討することを提案 したい｡

ルバ ックの輪中地域化と瀬替えによって,

下流の水処理問題が解決されたとすると,氾

濫原 (コムリン川流域ではマルタプラ Mar-

tapuraからタンジョンルブックの問)の洪

水防止策も不可能ではなくなってくる｡ 現時

点では,単にコムリン川の氾濫を防止するこ

とはたいして効果がないばかりか,下流地域

の水文に与える大きな影響を考えるとまず不

可能なのである｡しかし,下流-の影響を考

慮しないですむのであれば,コムリン川の氾

濫原の洪水程度を処理するのは技術的にはさ

して困難なことではなく,後背湿地の農業を

ブリタン型 (後述)のそれに変貌させること

も可能である｡日本の大 ･中河川流域の開発

過程をふりかえってみると,このことは容易

にうなずけることなのである｡

ここで一大決心をしなくてはならない｡と

いうのは,コムリン川は極端に浅い川で堤高

は3mを越えず,しかも上流からの土砂の堆

積で年々浅 くなっている｡そういう川に洪水

防止のための巨大な連続堤を築 くと (いわゆ

る高水工事),河床の更なる上昇と堤防の更な

るカサ上げ工事の追いかけっこになる｡大げ

さにいうと,日本の河川の開発型の轍を踏む

覚悟が必要となるのである｡

Ⅳ ブリタン河谷の濯激農業

確証はないが,ブリタン河谷は元のコムリ

ン川の本流あるいは分流路であったと考えら

れる｡ 現在はコムリン川と切りはなされて,

ブリタン川という小流の河谷となっているが,

地形的な環境はコムリン川の自然堤防と後背

湿地の組み合わせからなる景観に酷似してい

る. 川から切りはなされて,氾濫が全くない

だけの差であるようにみえる｡

80,000haの広さをもつ ブリタン河谷の開

拓は,南スマ トラ州で最初のジャワからの移

住者入植事業の対象地に選ばれたときから始

まった｡1936年のことである｡1941年には現
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在の濯概組織の一部がオランダ政庁の手で完

成 した｡1950年から政府事業で濯概工事の拡

張が行われるとともに,この地域の発展の可

能性を伝え聞いたジャワ人が1950-1954年の

問に約25,000人も入植 した (1954年時点の人

口は約 38,000人)｡現在では,約 20,000ha

の耕地に人口約90,000人を数える,一つのジ

ャワ世界を形成している｡

ブリタン河谷は地形に恵まれ,コムリン川

から自然とり入れで取水する濯概幹線水路は

約 43km にわたって小高い 旧河道地形沿い

に走り,そこから30本の支線水路に分水され
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て,末端までよく整備された港概組織網を潤

す｡港概農業がこの地域の特徴であり,南ス

マ トラ随一の濯概稲作地である｡

とはいえ,農耕地 20,000haのうち,完全

漕概により毎年二期作を保証されている面積

2,650ha,水量不足 によりたいていは雨期一

作を余儀なくされている 3,000ha,渓流から

の濯概に頼っている 3,200ha,天水田 1,650

ha,その他はラダ ン(lad礼ng)である｡完全港

概が保証されている水田は完全二期作で,雨

期作に作期の長い在来品種,乾期作に IR 系

統の短期種を選ぶのが普通である｡港翫稲作

が一作 しかできぬ水田でも,裏作にはジャワ

的な細やかさで,実にさまざまな作物がとり

入れられている｡

果樹ではマンゴとココナッツが圧倒的に優

勢で,畑作物としてはキャッサバを好む｡こ

ういう植生景観や住居のタイプ,村の小路の

たたずまいなど,あたかもジャワがそのまま

この地に移植されたかの錯覚を覚える｡条件

のよい土地での30年の年月はこのようにも景

観を修正できるものなのかという感 じを受け

る｡経済的な問題に深 く立ち入 らない かぎり,

ブリタンは南スマ トラでもっとも成功した入

植開拓地であるといえよう｡

ブリタン濯概組織の拡張計画

上述のように,80,000haの河谷の うち,

濯概 されているのは未だ 9,000ha程度にす

ぎず,完全二期作が可能なのはそのうちわず

か 2,650haである｡しかし濯 淑 面 積 を約

60,000haにまで拡大することは可能で,い

ま詳 しい 調査が行われているところである

[5]｡このためにはコムリン川の水量をフルに

利用する｡ラナウ (Ranau)湖を有効な貯水

池として用い,下流に四つの小さいダムを築

いて発電 しつつ流量の調節を行い,現在の幹

線水路のとり入れ口付近(スカラジャ,Suka-

raja;クルンガンジャワ, Kurungannjawa)

に井堰を築造 してブリタン河谷へ分水する計

画である｡ これによって, 将来 ブ リタンの

地に 豊かな ジャワ世界を 大拡張するための

インフラス トラクチャーは完成することにな

る｡

Ⅴ 準平原の再生を目指 して

マルタプラとバ トゥラジャ (BatuRaja)の

ちょうど中間あたり,波状にうねるように起

伏する準平原の小高いところから一望すると,

目のとどくかぎりアランアランの草原である｡

こういう景観は,バ トゥラジャか ら鉄道でオ

ガン川 (AirOgan)左岸沿いに下 ってプニン

ジャワル(Peninjawar)に至り,そこから北上

してプラブムリ(Prabumulih)を経て,再び

東北行 してインドララヤ (Indralaya)近 くに

至る間ずっとつづ くのである｡途中,草原の

ほかは疎林か荒れ果てたゴム林で,村の数は

ほんの数えるほどである｡ この荒れた景観は

いかなる土地利用の結末なのか｡うねる草原

の谷の斜面に藤木が茂みをつ くるあたりは,

未だに焼かれている｡草原をみわたすと,あ

ちこちにこういう焼畑の煙が立ち昇っている｡

陸稲か トウモロコシが植わっていることが多

い｡

TransmlgrationProjectBatuRaja-Mar-

tapuraはこういうアランアラン草原の再開拓

計画である｡バ トゥラジャーマルタプラを結

ぶ道路のほぼ中ほどの北側一帯の 65,000ha

がこのプロジェク ト域である｡幹線道路を小

高い尾根づたいに通 し,支道に沿って例の規

格住宅の列が並んでいる｡20-30戸が 1ブロ

ックをつ くる｡自然植生は若干の疎林が残さ

れているほかは,尾根も窪地 もアランアラン

である｡ こういう地にいま 6,500haが拓か
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れ,1,300家族が入植を終えている｡

1戸当たり 5ha与えられた土地の利用は

次のようである｡

ゴム林 1ha(これは義務として,ある特定

の場所に集めて植林されている)

他の樹林地 1ha(末だ何 も植えられていな

い)

食糧作物 2.5ha(陸稲, トウモロコシ,大

豆, キャッサバなどの dryfarmingであ

る)

住居地および菜園 0.5ha(ありとあらゆる,

ありふれた果樹や豆類や花など,どれも

未だ苗木である)

上のように1戸当たり 5haでもって, ゴ

ムと穀類の dryfarmingでアランアランの準

平原を再生させようとするパイロットプロジ

ェク トなのである｡問題は極度に溶脱された

貧弱な土壌であり, この種の土壌での dry

farmingの成否の答は未だ出ていない.ここ

でも実験である｡

SumatraRegionalPlannlngStudyにおけ

る西欧人の計画専門家の論調は,海岸平野に

おける水路網による開拓計画は効率の低い,

経済効果のきわめて低い過剰投資だとする反

面,準平原でのゴム園造成と穀作dryfarming

お わ

第 Ⅰ部で見出したコムリン川流域の地域区

分ごとに,そこで行われる農業のありさまを

略述し,その変化のきざしとか将来の発展の

展望について筆者の個人的な考えを述べてき

た｡いちいち具体的な開拓事例をもちだしは

したが,やや抽象的な記述 しかできなかった｡

それは, 筆者の頭の中にはこの地域の農業の

動向とか将来あるべき姿-の展望が構想程度

にしか固まっていないからである｡

私の未熟な構想の中で,一つだけ固まって
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の方を経済効率の高い計画だとして推賞 して

いる[1;2]｡筆者の個人的見解はこの逆で,投

資効率のことはさておき,方向としては低地

の開拓に向かうべきだと思っている｡低湿地

は,そこに個人的な労働と時間さえ投入すれ

ば,土と水を徐々にではあるが,小範囲内で

は自由にコントロールすることができ,将来

その土地で多目的で白由な土地利用を展開さ

せる可能性がより高い｡反面,熱帯のテラス

上の貧弱な土壌でのdryfarmingによる穀作

は,農法 ･作物など選択の自由度に乏 しく,

かつ農業を安定化に向かわせる絶対的な要素

一自由なつかい方ができる水の存在-が不足

している｡

この入植地のジャワの農民達の努力を垣間

みて,私の個人的な考えが偏見であればと願

う気持ではある｡ しかし,ゴム林再生の計画

が成功 しないかぎりは,この dryfarmingの

将来の展望はいささか暗いものといわざるを

得ない｡

なお,この 開 拓 村 の レイアウトは 列 村

(linearsystem)である｡農民の希望をとり

入れて,今後塊村 (radialsystem)の造成を

試みてみるとのことであった｡これはきわめ

て価値のある実験である｡

り に

いるのは低地指向ということである｡低湿地

(ここでは海岸平野,ルバ ック,氾濫磨,河

谷など)では,その土地で農民個人個人が十

分に労働を注ぎこみ,時間を費やせば,必ず

や,局地的とはいえ, そのうちに土と水を十

分につかいこなして,自由で多彩な土地利用

を展開してゆけるようになると信じているか

らである｡ 加えて永続 しうる安定した農業と

いえば,熱帯においては,低湿地での土壌を

疲弊させない水稲作か多種作目の混合作付け
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農業しかないと私は思っているからである｡

というものの,本報では全 く触れなかった

が,現在南スマ トラでもっとも激しい農業変

革は,山地のコーヒー園造成地にみられる変

形焼畑農耕の中にみられるのではあるまいか｡

また,ゴムはかつては最大の生産物であった｡

氾濫原の自然堤防上のバナナや ドゥクや ドリ

アンやその他種々の樹園地の緑濃い森も見事

である｡山間のいかなる寒村にも豊かな樹林

と果樹林は共通のものである｡こうしてみる

と,南スマ トラの農業の安定してかつ有望な

もう一つのあり方は,かつて全土を覆いつく

していた元々の植生である木々をいつ くしみ

育てることではなかろうかと思う｡

南スマ トラの異なる地域の異なる土 ･水 ･

気象という自然環境の特性をいかした土地利

用のあり方,あるべき姿,展望といったもの

を,いままでの分析からおぼろげながらもと

らえることができそうである｡次報において,

第 Ⅱ部前報で分析された地域構成区分を踏ま

え,いくぶんか "計画者の目〝 を加えて,南

スマ トラ各地域の農業開発構想を再論してみ

たい｡
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